
令 和 ８ 年 ７ 月

日本成長戦略会議フードテックWGにおける検討について
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食料の需要をめぐる状況（世界的な食料需要の拡大・多様化）

○ 世界人口は、2022年には約79億人に到達。2050年に約97億人になると予測され、世界の食料需要は今後もベースとして拡大。

○ さらに新興国を中心に国民１人当たり所得が向上するにつれて、それらの国の油脂や魚介類の消費量が増加するなど、食生活も変化（嗜好化が進展）。

○ これまで世界の食料供給を支えてきた単収や収穫面積の増加には限界がある中で、今後も食料需要の増加は確実であり、持続的な食料供給が課題。
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世界人口の推移

2022年
79億人

2050年
97億人

2000年
61億人

【例：インド、中国、インドネシア等】
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世界合計

59億人

47億人

70億人

資料：UN World Population Prospects 2022より作成

※点線は国連の予測値

(億人)

（一人当たり国民総所得US$1,046～US$12,695)

世界の一人当たり食料供給量（需要量）の推移

資料：FAO STAT、世界銀行Data Bankより作成
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食料の供給をめぐる状況（気候変動等による安定供給リスクの増大）

○ 世界の平均気温は、2024年に過去最高を記録（記録が残る1850年以降）。

○ 農林水産業は気候変動の影響を受けやすく、高温による品質低下などが既に発生。降雨量の増加等により、災害の激甚化の傾向。

○ 気候変動や、これに伴う異常気象の頻発化、災害の激甚化など、世界的に食料供給を不安定化させるリスクが増大。

資料：コペルニクス気候変動サービス、欧州中期気象予報センター

農業・漁業分野の気候変動等の影響・被害

河川氾濫によりネギ畑が冠水
（令和５年７月秋田県能代市）

日本における１時間降水量50mm以上の
年間発生回数

資料：気象庁資料より作成

2015年～2024年の10年間の平均年間発生回数は約334回
1976年～1985年と比較し、約1.5倍に増加

世界の平均気温※の推移
（※1850～1900年の平均と比較した増加量）

水稲：高温による品質の低下
（白未熟粒(左)と正常粒(右)の断面）

海水温の変動の影響により、サケの漁獲量が急激に減少
21万トン（平成18年）→約1.6万トン（令和７年11月30日時点）
本年は、過去最低であった昨年4.6万トンの更に３分の１程度に。
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北海道 本州

５月下旬(※)の旬平均海面水温の変化
（左：平成18年、右：令和６年）

資料：気象庁資料より作成
（※サケ稚魚が北上を開始する時期。岩手沿岸の水温は10℃～12℃(平成18年)から13℃～16℃(令和6年)に上昇。） 2
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日本の日常生活体験

テーマパーク

温泉入浴

美術館・博物館等

日本の歴史・文化体験

日本の酒を飲むこと

繁華街の街歩き

自然・景勝地観光

ショッピング

日本食を食べること

訪日前に期待していたこと

次回したいこと

○ 日本の食は、旬を生かした調理やだし文化により素材の美味しさを引き出す点や、発酵食品や栄養バランスの取れた和食など健康性の高さも海外から注目。

○ 寿司・和牛・抹茶などは海外で高く評価。美味しさ・健康・安全を兼ね備えた食文化として、世界で存在感を高めている。

日本の食の評価

出典：インバウンド消費動向調査結果及び分析（観光庁、2024年次報告書） 

出典：WHOホームページ

https://www.mlit.go.jp/kankocho/tokei_hakusyo/gaikokuji
nshohidoko.html

順位 国 年齢（歳）

1 シンガポール 73.65

2 日 本 73.40

3 韓 国 72.45

72 米 国 63.91

順位 国 割合（％）

1 米領サモア 75.21

2 トンガ 71.65

3 ナウル 69.92

18 米 国 41.99

190 日 本 5.54

出生時の健康寿命 成人の肥満（BMI ≧30、年齢標準化推定値)
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出典：貿易統計

海外における日本食レストラン数

茶の輸出額の推移

出典：「海外における日本食レストラン調査」（外務省調べに基づき、農林水産省において集計）

訪日旅行に関する意識（上位10位 ※複数回答可）
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現下の状況を踏まえた対応の考え方

○ 世界的な食料需要の拡大や、気候変動等による食料供給リスクの増大といった世界的な食をめぐる課題や日本の食への評価を踏まえ、新しい基本計画の
下での取組に加え、日本の先端技術の「粋」の詰まった、世界に打って出られる分野の勝ち筋を見極め、攻めの分野として戦略的に投資を進めていく。

○ 新たな国内・海外市場の獲得や新規開拓、さらなる技術やノウハウの蓄積・還元、施設やモデル等のパッケージの海外展開および他国の課題解決への貢献
を通じ、稼げる農林水産業の創出や日本への富の呼び込み、食料安全保障の確保につなげていく。

日本の先端技術の「粋」の詰まった、
世界に打って出られる分野の勝ち筋を見極め、
攻めの分野として戦略的に投資を推進

世界的な食料需要の拡大
気候変動等の

食料供給リスクの増大
日本の食への評価 世界に伍する日本の技術

施設等のパッケージの海外展開
他国の課題解決への貢献

さらなる技術やノウハウの
蓄積・還元

新たな市場獲得・開拓

稼げる農林水産業の創出

食料安全保障の確保

日本への富の呼び込み

新しい基本計画等の下、

農業農村整備
（農地の大区画化等）

等を推進

共同利用施設の
再編整備・合理化

スマート農業技術・新品種の
開発、普及・実装

輸出産地の育成

養殖業の成長産業化
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今後の検討事項

各領域（植物工場、陸上養殖、食品機械、新規食品）それぞれの実態に即して、

○ 国内外の技術や市場、政策等をめぐる現状・課題の整理

○ 日本の勝ち筋

○ 日本が目指すべき市場・市場規模

○ 市場の確保・拡大・創出に向けた対応方策

・ 研究開発、事業化、事業拡大、販路開拓、海外展開といった事業フェーズを念頭に、
・ 注力すべき技術、知財・標準化、人材育成、創業、規制・ビジネスルールへの対応、
国際連携などの各種方策について、

・ 官民での役割分担、スケジュールも含めて検討。

○ 具体的な投資先のイメージ
 

○ 投資内容やその時期、目標額などを含めた『官民投資ロードマップ』
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フードテックWGの検討体制

座長
鈴木 農林水産大臣

＜植物工場ユニット＞
リーダー

根本座長代理

メンバー
・農産局 園芸作物課◎
・農林水産技術会議事務局 
研究開発官室◎

・農林水産技術会議事務局
研究推進課

・大臣官房 政策課

＜陸上養殖ユニット＞
リーダー

山下座長代理

メンバー
・水産庁 栽培養殖課◎
・水産庁 研究指導課
・農林水産技術会議事務局
研究推進課

・大臣官房 政策課

＜食品機械ユニット＞
リーダー

広瀬座長代理

メンバー
・新事業･食品産業部
新事業・食品産業政策課◎

・農林水産技術会議事務局
研究推進課

・大臣官房 政策課

＜新規食品(植物由来食品等)ユニット＞
リーダー

山本座長代理

メンバー
・新事業･食品産業部 
新事業･食品産業政策課◎

・農林水産技術会議事務局 研究推進課
・大臣官房 政策課

※担当部課については検討状況等により追加等の可能性あり

座長代理
根本 副大臣、山下 副大臣、広瀬 政務官、山本 政務官

農林水産省内における領域毎の検討ユニット

事務局
大臣官房政策課技術政策室◎、新事業・食品産業部、農産局、農村振興局、農林水産技術会議事務局、水産庁、大臣官房政策課

経済産業省イノベーション・環境局 イノベーション政策課大学連携推進室、商務・サービスグループ生物化学産業課

構成員
松江 英夫氏（ﾃﾞﾛｲﾄ ﾄｰﾏﾂ ｸﾞﾙｰﾌﾟ執行役） 、有馬 暁澄 氏(Beyond Next Ventures㈱ ﾊﾟｰﾄﾅｰ） 、荻野 浩輝((一社)AgVenture Lab代表理事理事長)  

林 絵理 氏 (NPO法人植物工場研究会理事長)、久保田 孝英 氏(㈱三菱総合研究所) 

岡田 亜希子氏（株式会社UnlocX取締役）、小倉 千沙 氏(㈱メロス代表取締役)

検討状況の報告 進捗管理、統括
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